【様式第１号】
事業の概要
（１）事業実施主体
	都道府県名
	●●県

	市町村名
	▲▲村

	地域指定（注１）
	過疎、山村、豪雪

	担当部局（課）名
	●●部●●課

	担当者名
	●●係 日本太郎（主任）

	連絡先
	TEL
	01-2345-6789
	E-mail
	Eme-ru@nippon.jp

	地域名（注２）
	◆◆地区

	事業名
	◆◆地区まちづくり振興事業

	事業実施主体
	◆◆地区活性化推進協議会

	事業費
	22,000千円（うち交付申請予定額　20,000千円）


（注１）　過疎（全部、みなし、一部）、特定市町村（過疎）、特別特定市町村（過疎）、特定農山村、山村、半島、離島、豪雪、沖縄、奄美、小笠原、辺地
（注２）　集落ネットワーク圏を形成する地域の名称を記入してください（○○地区、○○集落ネットワーク圏等）
（２）地域の現状と課題
	集落数
	13 集落
	人口
	350 人

	高齢化率
	43％
	世帯数
	120 世帯

	（※上記の欄には、集落ﾈｯﾄﾜｰｸ圏における各数値を記載すること）
▲村は昭和５０年代の人口をピーク（５，２００人）として、人口が減少し続けている。村の主要産業はハウス栽培のニラ農業であり、住民の約４割が就農しているが、就農者人口の減少と高齢化により、徐々に出荷高が減少している。地理的状況として、県庁所在地である都市部からは約５０キロメートルの位置にあり、山間部であることも相まってバス等の公共交通網が無く、自家用車に乗れない高齢者にとって移動手段の確保がひとつの課題となっている。
これらの課題について、▲村で最も人口減少、少子高齢化が進む◆地区においては、１０年後の生活に必要な物流、交通、生活サービスの消失が懸念されており、現状を改善するための対策が必要な状況である。
【◆地区の概要】
· ▲村の北部にある山間部の集落。
· 人口３５０人（６５歳以上高齢化率４３%）、未就学児５人、小中学生２５人、地区内に幼稚園は１つ、保育園や小中学校は無く、隣の集落までバスで通っている。
· 地区の半分は山林であり、地区内に病院は村営の診療所が１件、歯科は無い。生鮮食品を取り扱っているスーパー、コンビニ等（平成２５年に地区内唯一の商店が閉店）は無いため、買い物は自家用車で３０分かけて都市部まで行っている。
多くの住民が就農者であり、高齢化が顕著（平均年齢68 歳）。後継者がいないため、毎年、耕作放棄地が増え続けている。


※　事業を実施する地域の現状及び課題について、簡潔に記載してください。
（３）地区の現況図
事業を実施する地域の位置、範囲及び圏内にある施設（役場支所、公民館、小中学校、診療所、郵便局、ＪＡ等）が分かる地図を添付してください。

※　事業実施箇所を中心に、事業の対象範囲が分かるようにしてください。
（４）地域の将来像・取組方針
	地域の特産品を活用した新商品の開発や統一ブランドの確立により付加価値を持たせ、地域産業の活性化を図るとともに、高齢者世帯に対する生活支援により住民が住み慣れた地域で安心して暮らせるよう環境整備を行う。
また、地域内外の住民が交流できる機会を提供し交流人口を増加させることにより、地域の伝統や文化を次世代へ継承するとともに、地域の魅力を発信し、移住・定住に繋げていく。
さらに、地域の住民が主体となってこれらの取組を一体的に進めていくため、廃校となった小学校を地域活動・交流の拠点として活用し、地域コミュニティの活性化を目指す。


※　事業を実施する地域の目指すべき将来の姿及び全体的な取組方針について、簡潔に記載してください。
※　事業実施地域における「小さな拠点」の形成等について、貴市町村の総合計画やまち・ひと・しごと創生総合戦略、デジタル田園都市国家構想総合戦略に記載（又は記載予定）がある場合には、その旨を記載するとともに、当該計画等の該当部分の写しを添付してください。

※　提案事業について、貴市町村が策定した認定地域再生計画中に記載がある場合には、その旨を記載するとともに、当該計画の該当部分の写しを添付してください。
（５）事業全体の概要
	１ 事業概要
地域の特産物を活用した商品開発、ブランド化、コミュニティタクシーの運行による高齢者等の足の確保、買い物支援、耕作放棄地の活用や伝統芸能を通じた地域間交流活動を実施する。
２ 取組内容
（１）産業振興
・地域の特産物を活用した新たな商品の開発を行う。
・地域ブランドの確立を図るため、統一ロゴ・パッケージを作成する。
・県内の大学と連携し、農作物の生産から販売までの一貫した管理システムの開発を行う。
（２）暮らしやすい地域づくり
・高齢者世帯の生活の質を向上させるため、地域資源を活かしながら地域課題の解決を図る地域支援型のコミュニティビジネスを立ち上げ、スーパーと連携した食材や日用品の配達及びコミュニティタクシーの運行を行う。
・高齢者サロンを開設し、高齢者がいつでも集える場を提供する。
（３）地域内外の交流促進、伝統文化の継承
・耕作放棄地を活用した棚田オーナー制度を実施する。苗付けや収穫時にはオーナーと地域住民
との交流会を行い都市部との交流を促進する。・拠点施設において、子ども放課後教室や地域文化や伝統芸能の学習会を開催する。


※　実施する事業全体の概要について、簡潔に記載してください。
（６）事業実施体制
	【設立経緯】
地区内唯一の商店が閉店し、地区内での食料品確保が困難になったことの危機感から「地区内の課題や問題は地区内で解決する」をスローガンとして、地区内住民全員を会員とする◆◆地区活性化推進協議会を平成２７年に立ち上げた。
【現在の活動状況】
地区の集会所で月に１回、会合を開き、課題解決に向けたワークショップや課題の洗い出しを行っている。平成２７年度に住民自らが出資することで閉店した商店をボランタリーチェーンとして復活させた。また、平成２８年度からは地域おこし協力隊と共同して、商店に隣接した区画で農産物の直売を実施しており、地域内外の方が訪れるなど交流人口拡大のきっかけとなっている。


※　事業実施主体について記載するとともに、簡単な実施体制のイメージ図（体制図）を記載又は添付してください。
※　事業を総括して実施する団体がある場合には、当該団体の概要が分かる資料（規約等）を添付してください。
（７）成果目標
	下記の目標について事業終了後検証を行う。
· （地域の特産品等について）○件の新規販路を開拓する。
・ 　○人の新規雇用の場を創出する。
・ 　交流人口を○倍にする。
・ 　伝統芸能を継承していく体制を構築する。
伝統芸能に係る学習会の開催〇回、発表会の開催〇回
・ 　新商品を開発し、それを継続的に販売する体制を構築する。
今年度の販売個数〇個
・ 　地域の交流を活発化し、高齢者の外出機会を増加させる。
コミュニティカフェへの来場者数〇人


※　事業を実施した結果として、何をどの程度成し遂げたいか可能な限り定量的な目標を設定し、記載してください。
（８）過年度の国土交通省事業の実施の有無及びその他ハード事業の実績
　※　過年度の国土交通省事業（「小さな拠点を核とした「ふるさと集落圏形成支援事業」」）及びその他施設整備等のハード対策事業、記載内容は実施年度、地域名、事業名及び取組概要です。

	１ ①実施年度、地域名、事業名
令和●年度 ●●●●●●地域　
実施事業：国土交通省 「小さな拠点」を核とした「ふるさと集落生活圏」形成推進事業
②取組概要
▲村◆地区において、当該生活圏の維持・再生に必要な日用品物販、診療所、保育サービス、集会所、高齢者への配食サービス機能及び有償旅客運送の受付機能を遊休化している旧ＪＡ◆支店を改修して機能を集約することにより、公益機能の集約による利便性の向上を図った。
２ ①実施年度、地域名、事業名
令和●年度 ●●●●●●地域
実施事業：県単独事業 ●●●●●事業
②取組概要
▲村◆地区において、地域住民により構成されるNPO 法人が地域内の旧小学校を利用し、当該生活圏の維持・再生に必要な日用品物販、高齢者への配食サービスの受付昨日、集会所を設置し、運営。公益機能の集約による利便性の向上と雇用の確保による人材の流出防止を図った。


記載例








